
,
四
、
家
に
つ
~

、

い

て

i

①
悛
つ
ぎ
が
き
ま
っ
て
い
る
か
ど
う
~

蒐力

・
＠
後
つ
ぎ
は
農
業
を
続
け
る
見
込
か
ぃ

~
ど
う
か

二
◎
後
つ
ぎ
が
決
っ
て
い
な
い
褐
合
、
~

~
ど
う
考
え
て
い
る
か
~

こ
共
農
業
を
読
け
る
場
う
い
う
改
~

~
善
を
し
た
い
か

]
六
、
農
業
を
や
め
た
い
理
由
と
~

就
業
状
況
は
、
御
こ
に
~
契
機
は
、

承
知
の
よ
う
に
大
き
く
変
化
し
、
農
：
き

後
~
勺
ん
~

村
で
一
番
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
来
こ
ぷ

ヽ
~
の
て
ぃ

ま
し
た
。

こ
の
様
な
事
態
の
中
で
今
后
の
就
~
お
ら
れ
る
か
を
含
た
づ
ね
し
ま
す
の
~

業
対
策
を
考
え
る
と
き
、
捻
い
そ
れ
ニ
で
、
あ
り
の
ま
ま
を
御
答
え
い
た
だ
~

ヽ
~
い
て
確
実
な
調
査
が
出
来
ま
す
よ
う
~

と
簡
単
に
は
行
か
な
い
に
し
て
も

省
力
的
な
技
術
の
導
入
や
労
働
力
の
二
御
協
力
を
含
願
い
し
ま
す
。
ぃ

調
査
等
に
よ
り
、
農
村
の
基
幹
労
働
[
尚
食
尋
ね
す
る
内
容
は
次
の
通
り
~

ヵ

公

言

を

は

か

る

と

と

嘉

他

璽

で

す

。

業
に
就
業
を
希
望
す
る
農
家
が
適
当
~

な
職
業
に
つ
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
~
一
、
家
族
労
働
力
に
つ
い
て
~

に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
来
ま

i

視
一
、
他
へ
出
て
~

ぃ
―
つ
い
て
①
農
~

す
。

こ
の
た
め
に
は
国
の
強
力
な
管
[
に
~
て
る
か
曼

が
必
要
な
こ
と
は
一
ち
う
ま
で
も
あ
り
~
の

2

ど
の
位
従
事
~

ま
せ
ん
が
、
県
、
市
町
村
の
段
階
に
~
て
，
し
て
い
る
人
~

汰
い
て
も
関
係
機
関
芸
よ
び
団
体
が
~
と
且
し
て
い
る
か
~

る
か
ど
う
か
~

そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
に
つ
と
め
る
方
策
~
帰
叫

令

・

を
と
る
様
に
な
り
ま
す
。
~

い
て
ヤ

こ
の
た
め
、
農
業
委
員
会
等
に
茶
~
庭
平

い
て
も
現
実
的
な
問
題
に
つ
い
て
検
~
視

i

て
い
る
か
~

討
を
行
い
関
係
筋
へ
具
申
を
行
う
と
~
噂
た
り
っ
た
•

と
も
に
、
就
業
状
況
の
実
態
に
つ
い
~
り
＇将
{

て
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
＂

．
肱
川
町
に
食
い
て
は
、
農
家
の
俊
~
ヽ

と
り
で
あ
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
~

f

、
'
最
も

4

関

心

の

深

い

立

場

に

あ

"

団

員

が

団

の

調

査

活

動

と

し

・

あ
げ
中
心
に
な
っ
て
夷
施
す

業

の

肱

T団L

ド
，
ご
ず
し
「
＿
―
—
_
＿
―
ニ
―
＿
ー
＿
ー
＿
＿
―
-
—
＿
-
_
-
＿
_
-
＝
_
―

-
T
-ニ
ー
―

ri 

—~ 

I
J
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1

2

 

＇こんに

ねぎ

ッ，ソーセ ジ，

油

，油揚，こん

，玉ねぎ，も

あ

，こんぶ，

，脱脂粉

，＇， 

へ，

ヽ
9

,I‘ 

ヽ
~
だ
る
い
の
は
病
気
の
は
じ
ま
り
、
~
お
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
っ

し

；
か
れ
の
原
因
は
仕
事
場
の
悪
条
件
ば

：
な
ど
と
一
云
い
ま
す
が
朝
起
き
て
体
が

涵
1

る
い
、
頭
が
に
ぷ
い
、
眠
い
と
い
ぷ
り
で
な
く
家
庭
で
の
睡
眠
や
休
養

か
？
；

;
:
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
こ
か
;
の
不
足
、
不
規
則
な
生
活
、
不
合
理

す
。
―

：
よ
く
な
い
証
拠
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
]
な
栄
羨
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
ご
日
の
疲
れ
は
必
ず
そ
の
日
の
う
ち
に

~
が
病
気
の
前
ぶ
れ
で
｀
あ
り
主

i

一
日
の
労
働
の
あ
と
に
は
、
誰
で
も
溢
平
全
に
洗
い
苓
と
し
た
い
も
の
で
す
。

た
め
に
、
ま
た
疲

す
が
、
普
通
の
疲
れ
は
〗
過
度
に
疲
れ
な
い

~
疲
れ
が
で
ま

~
一
晩
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
に
よ
っ
竺
れ
を
早
く
い
や
す
た
め
に
、
次
の
事

~
完
全
に
回
復
さ
れ
ま
す0
農
作
業
等
五
？
必
ず
実
行
し
た
い
も
の
で
すc

、
ま
た
ミ
正
し
い
休
息
と
完
全
な
睡
眠

i

は
日
暮
ま
で
働
く
方
が
多
く
、
体
格
こ
―
‘
軽
い
体
操
や
＞
ク
リ
エ
ー
ツ
ョ
ン

~
職
場
の
環
境
や
作
業
条
件
が

~
ゃ
体
力
に
適
し
な
か
っ
た
り
す
る
と
~
で
気
分
の
転
換

0

そ
の
疲
れ
が
回

~
n
-
、
合
理
的
な
栄
養

~
余
分
に
疲
れ
ま
す

~
し
き
れ
ず
に
だ
ん
だ
ん
と
蓄
積
さ
~
つ
と
め
て
入
浴
を
す
る

•
そ
れ
が
大
音
く
な
る
と
病
気
を
~



円

さ

れ

ま

す

，

．

[
回
早
期
買
入
れ
奨
励
金

~
一
般
配
給
用
と
し
て
十
二

0
日
~

い
ま
で
の
早
期
出
荷
に
対
し
て
次
の
通
~

：
り
糖
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

異
常
天
じ
も
．
す
の
で
稲
俣
干
は
二
十
日
間
と
し
ま
~
九
月
末
ま
で
俵
当
り
二
四

0
円
~

の
稲
作
は
ま
ず
ま
ず
れ
ま
す
〗
し
ょ
う
｀
~
十
月
十
日
ま
で
一
六

0
円

i

こ
の
豊
作
の
米
を
上
手
に
収
納
し
上
日
脱
穀
悛
は
極
力
筵
干
を
行
い
菜
十
月
二
十
日
主
で
八

0
円
~

手
陀
売
り
こ
む
こ
と
は
本
平
の
稲
作
の
水
分
を
十
五
％
以
下
と
し
て
米
質
本
年
は
こ
の
よ
う
に
早
期
需
要
が
．
＿

の
仕
あ
げ
で
あ
り
し
め
く
く
り
と
云
~
の
向
上
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
・
強
く
特
別
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
~り

〗
I
[
／

え
ま
す
の
で
次
の
事
項
を
充
分
検
討
~
二
米
の
出
荷
[

頌
い
ま
す
。
~
早
害
や
紋
枯
れ
の
被
害
予
想
さ
れ
ぃ

[
〗□汀
臼
汀
二
。
い
[
[
五
汀
[
-
二
喜
〗

喜
肥
大
し
た
時
で
す
が
一
般
に
遅
扇
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
ず

V
⑲

ハ

l

.

刈
り
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
~
こ
れ
を
有
利
に
売
り
込
む
方
法
を
検
~

米
が
最
大
に
な
る
の
は
日
照
や
気
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

4

.

温

塁

喜

右

さ

れ

ま

す

が

出

穂

後

殴

竺

畠
1

造

米

と

し

て

の

売

こ

み

．

日
か
ら
五

0
日

の

よ

う

で

す

°

[

ぁ

け

ぼ

の

三

錦

松

山

三

井

愛

知

[

声

念

叙

競

ェ

有

の

十

ハ

同

口

団

廷

刈
取
目
標
は
出
穂
後
四
十
五
日
と
し
[
旭
の
四
品
種
は
等
以
上
で
十
一
月
[

た
い
も
の
で
す
。
玉
ま
で
出
荷
の
の
は
醸
造
米
と
し
~
肱
川
町
栗
生
産
叩

誓
架
干
は
稲
藁
の
蓄
積
澱
粉
が
~
て
売
り
こ
み
が

っ
て
三
年
．

籾
に
完
全
に
移
行
し
籾
含
水
分
が
十
~
醸
造
米
は
俵
の

[
r

連
絡
協
謳

五

l
六

笏

に

な

っ

た

峙

稲

架

の

役

割

丁

加

算

金

が

つ

き

ぃ

＇

計
量
器
を
~

が
終
る
の
で
標
準
は
二
十
日
間
と
さ
~
竺
当
町
の
栗
栽
培
面
積
は
推
定
一
六
~
．
当

っ
て
お
り
』
い

れ
て
い
ま
す
稲
架
に
け
ば
苓
り
金
ー
〖
〇
町
、
そ
の
生
産
は
実
に
二

0
0
卜
ぃ

石
竜
徳
教
氏
~
を
次
の
通
~
ば
な
ら
な
い

U

損
じ
~
十
一
~
ン
に
あ
ま
る
冷
の
と
見
込
ま
れ
町
農
~

り
配
付
さ
れ
る
中

り
注
｀
こ
業
所
得
に
占
め
る
地
位
は
煙
卓
作
に
~
次
に
本
年
の
栗
は
本
県
で
一
ぃ
八
日
県
の
~

こ
久
ぐ
重
要
農
作
物
と
な
り
ま
し
た
。
人
0
ト
ン
が
見
込
ま
れ
こ
の
う
上
こ
ホ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
~
告
用
紙
で
九
月
末
ま
で
申
告
し
て
下

~
、
商
取
は
無
論
一
般
業
務
上
使
~
さ
い

＂
心
あ
る
方
々
か
ら
栗
の
生
産
販
売
蓋
廊
料
と
し
て
消
費
さ
れ
る
も
（

｀
改
善
の
重
要
性
が
提
唱
さ
れ

[
0
0

限
度
と
い
わ
れ
5

9

用
の
席
器
は
検
査
を
受
け
て
下
-
口
家
庭
用
の
秤

~
て
検
査
を
受
け

~
各
地
城
の
各
位
又
こ
の
点
に
着
目

0
0

栗
を
ど
う
売
り
こ
さ
い

：
さ
れ
咋
秋
か
ら
順
次
組
織
活
動
が
活
芦
が
販
売
の
成
果
を

i
~

検
杏
袋
取
締
の
た
め
立
入
検
：
曰
役
場
学
佼
農

ニ
査
が
あ
検
査
の
計
鼈
器
を
使
用
・
者
の
使
用
す
る

~
発
に
な
り
九
月
十
一
日
各
地
区
同
志
：
る
そ
う
で
す
。

ぃ
け
ね
ば
な
り
ま

~
会
の
代
表
に
よ
っ
て
肱
川
町
栗
生
産i

絡
協
議
会
と
緊
向
~
し
て
い
合
は
摘
発
ざ

」

販

売

同

志

会

連

絡

協

議

会

が

結

成

さ

こ

絡

命

の

売

り

込

み

[

9

れ

ま

し

た

。

．

て

．

0

~
こ
こ
に
町
内
四
百
有
余
の
栗
栽
培
~
位
に
必
か
れ
て

J

；

者

の

大

同

団

す

。

9

生

を

認

識

さ

れ

一

如

i

~
こ
れ
か
ら
と
っ
：
人
克
ど
わ
さ
れ
る
宙
ぃ

~
て
た
の
も
し
か
た
-
て
有
利
な
販
売
に
~

~
い
団
結
一
っ
て
ぃ
て
や
み
ま
せ
ん
。
~

＇
や
み
ま
せ

゜ることになり
うとと

い定す。

会湯ともに臨時市場を隅設いたします。

9月19日
1 0月 4日 但し，

1 0月 8日 時は無期延期

1 O月19日 です。

1 i月16日

の
出
荷
との

経
済
効

ね
ら

ぷ
ノ

肱
川
町
定
期
検
査

十
月
十
五
日
肱
川
町
役
場

よ
ろ
ノ

さ
ん

しいたけ共同販売所に於ける

価

(K当り）

肱｝l

乎均

安値

;
F
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す ぎ ひの考 ま つ

49円 49円
5 o l 5 
4 2 I 4 9 
4 5 I 4 6 
4 4 L 4 7 
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4 1 I 5 1 

4 O I 4 4 
1 7 I 2 o 
1 7 I 2 O 
2 O I 2 0 
2 8 I 2 8 
9 I 1 0 
4 8, 5 5 
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副
会
長
”
 

る
会
長
、
副
~~

分
達
の
こ
と
を
自
分
た
ち

；
な
っ
て
行
く
」
＂

~i 

,~ 

6
 

9 人

”
 
”
 

八
ム
民

に
続
酋
ま

II ”
 

年
団

II 

部
落

`，，¢  
で

fl 

は

”
 公
民

肱
川
町
議
会

＼
 

”
 

し
ま
す
。

次
の

ち
で

し
て
、

会
長
よ
り
な
っ
て
い
ま

と‘ 

ま
た
こ
の

協 こ
の
体
制
を
確
立
す
る

画
推
進
協
議
会
」

た
の
が
こ
の

げ
る
に
は
、
地
域
の
特
殊
性

な
く
し
、

川
町
共
同

て の
健
票
と
幸
せ
を
築
く
た
め

画

L,＇
認
和
危

d

協
議
会

発

川町

{ 16 
2 8 
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町 の 人 口

（
 

の
た
め

る

)

＼
"
t
 

ぅ
り
に
な
り
ま
し
た
。

ーー

る
；
た
人

ニ
て
い
な
い
人
が
袋
ら
れ
ま
し
た
ら
、

、
目
が
ぃ

い
、
手
~
一
；
す
ぐ
に
部
落
（
金
委
員
さ
ん
か

r

た
外
部
:
日
で
一
満
乙
役
場
住
民
課

5

談
し
て
f
•
一
日
も

い
ま
し
二
で
あ
り
r

は

じ

め

た

二

早

く

請

求

の

一

き

を

す

る

よ

う

に

病
に
よ
：
日
か
ら

r

三
年
を
す
ぎ
て
い
る
人
に
：
す
す
め
て
く
〗
い
。

出
―
~
は
、
九
月
か
ら
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
~
．

；
す0
手
続
等
に
つ
い
て
は
役
場
住
民

~
0
老
令
福
]

ニ
課
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
0

，

い

の

人

）

明
治
ニ
―

:
〖
◎
福
祉
年
金
の
請
求
は
す
み
ま
と
飲
~

~
昭
和
三
四
年
十
一
月
一
日
に
福
祉
~
に

い
年
金
の
支
給
が
は
じ
ま
っ
て
、
本
年
~

ら
一

0
月
＝
二
日
で
丁
度
五
年
に
な
~
゜い
ら

~
り
ま
す
。

~
福
祉
年
金
を
受
け
る
権
利
は
五
~

＂
年
以
内
に
請
求
の
手
続
き
を
し
な
い
~

~
と
時
効
に
よ
っ
て

r

年
金
を
受
け
る
ぃ

，
~
こ
と
が
で
巻
な
く
な
り
定
す
。
~

~
分
の
人
は
、
年
金
，

い
合
で
き
る
と
、
す
ぐ
~

'
ニ
韓
し
て
、
年
金
を
受
~

~
け
四
年
も
前
か
ら
目
~

．

匁

が

き

こ

え

な

い

と

’

[＇い

れ
た
人

月 （
七
〇
オ
以
上

を
人
の
か
い
ぞ

程
度
の
人
。

こ
れ
ら
の
状

ま
だ
福
祉
年
金

も
ら
っ

！！昭和39年8月現在

男 3 1 0 2 5人
1、

2, 9 1 2人

5, 9 5 

1, 2 6 2 

6 3 • 3 5 km2 

i "..-----------------------...、
I 

I 
i 10月のあれこれ ： 
！ 

I 

1 

[Oおいし噂尽と覇惚
I l 

1 十月は魚と野菜のおいしい月です。：
I 
I 
魚ではまず，秋さば，酢じめにする ' 

I 

9 ：のが捻いしいし，みそ煮も素ぼくな i 
I味があります。秋イカは肉も厚く， ： 

：新しいものなら，おさしみにする。 ： 

I サンマもしゅんです。これは焼くに
l 

1,  i 

I かぎります。野菜ではカプがおいし ＇ 
l 

l・い。スープにバクーを姿として煮こ ： 

：むと若い人によろこばれ走す。 l 

,1,0冬着の整理 I 

. l 

I 

l 主婦の大きな仕事は冬着の準備と l 
I 

I 

：麟でしょう。背広やコートは晴れ l 

I 
1 た日に風を通し，防虫剤のにおいを ： 

Iぬいていつでも着られるように，ハ ．9 

I 
l ンガーにつるしておいて下さい。 ： 

！宴掃除，フスマ張り
I 呵：

！ お天気のよい日をみて，ボツボツ：，

］大掃除の準備をしなければなりませ ； 
1ん。秋風が立つと，フスマの破れ， i 

1障子の破れが気になります。 l 
I 
iO予防注射

I 

I 
l こことしの一月から六月までに生ま 1 
I 

l れた赤ちゃんは，種痘，百日せきと ， 
l 

：ジフテリアの混合？クチンの予防注 ： 

！射があります。

`̀―---------------------・・ 



保健衛生スクーリング開謹要謂

1 目的

肱川町における共同保健計画推進のた

め，地域における保健衛生活動の

として必要な教育訓練を行ない，町民の

ることを目的とす

る。

2 
イ

員

ロ 各地域で保健衛生の指導者として

活動しているもの，その他適当

1めるもの。

5 

3 0人～50人

4 開催期間

別途計画する。

5 講習科目，時間
下表のとうり

講習科

市町村の公衆衛生について
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．̀、••• 

、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
,
 

•••••••.•••••••••••• 

,
 
．．．．． 
,
 

••• 

｀9, 
．．
 

保

健

計

画

の

重

点

目

標

•* 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

疇
合
•
,

．．．． 
↑・・'・鱗
．．． 
罵

．．
 

，
 
．．
 
事詈．，．
9

,

．．．．．．．．．．．．． 
，
 
．．．．．．．． 
會●●ヽ
・・鋼’.

な
る
保
健
計
画
の
目

時間

5 ̀  口 ⑤
.
 

結核予防

“ 広染病予防
成人病予防

精神衛生

そ族昆虫駆除

飲料水の問題

食生活の問題
ー．．~

地方病の問題

2
-
5
-
5
 4
 

成
人
病
検
診
r

老
人
健
康
診
~
乳
幼
児
期
に
お
け
る
子
ど
も
の
疾
病
り

~
を
早
期
に
発
見
、
健
全
な
る
乳
児
の
~

~
発
育
を
は
か
る
。

近
の
死
亡
原
因
は
成
人
病
に
よ
る

~
5
オ
児
検
診
に
つ
い
て
は
、
人
間
と
~

：
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
の
で
~
し
て
も
、
又
、
精
神
的
に
も
最
も
重
[

次
の
通
り
で
す
。
~~
こ
れ
の
検
診
を
積
極
的
に
推
進
し
、
~
要
な
年
令
期
で
あ
り
、
こ
の
検
診
に
~

二
病
気
の
早
期
発
見
に
つ
と
め
る
と
共
~
つ
い
て
は
、
保
健
所
の
計
画
の
も
と
~

ら
し
め
る
0

老
人
健
i

に
検
診
を
行
な
う
。

醤
衛
生
教
育
の
漿
底
い
民
誼
放
送
な
ど
を
利
用
し
て
受
診
督
二
に
治
療
を
は
か

自
分
達
の
こ
と
を
自
分
た
ち
の
手
~
励
を
は
か
る
。
ー
康
診
査
に
つ
い
て
は
、
老
人
ク
ラ
プ
~
⑥
環
境
衛
生
・

で
行
な
っ
て
ゆ
く
、
こ
の
考
え
方
を
~
⑫
病
人
の
あ
る
家
庭
に
対
す
る
．
の
組
織
を
通
じ
て
、
必
ら
ず
受
診
す
~
~

~
る
よ
う
督
励
し
r

老
人
の
健
康
管
理
」
衛
生
害
虫
駆
除
は
、
各
地
城
の
自
主
~

基
本
と
し
て
術
生
教
育
を
行
な
う
。
~
指
導

こ
ピ
ル
全
を
期
す
る
。
：
的
な
活
動
の
み
で
あ
る
が
、
も
っ
と
·
~

公
民
館
活
動
と
提
携
し
、
あ
わ
せ
，

~
効
果
的
な
駆
除
対
策
（
発
生
源
対
策
）9

あ
ら
~
現
在
も
家
庭
訪
問
に
よ
る
指
導
を
行

i

⑤
母
子
衛
生

て
実
践
部
会
の
協
力
を
得
て
r

ゆ
る
機
会
を
利
用
し
て
普
及
に
つ
と
[
な
っ
て
ぃ
る
だ
さ
ら
に
効
果
的
な
~
：
か
必
要
で
あ
る

o

実
践
部
会

r

部
落
~

り
ィ
妊
婦
検
診
と
健
康
管
理
指
導
~
長
が
中
心
と
な
り
、
部
落
民
の
協
力

i
•( 

め
＼
衛
生
教
育
機
関
と
し
て
保
健
所
~
指
導
相
談
に
当
た
る
。

の
協
力
を
得
て
、
保
健
衛
生
ス
ク

l
[

患
家
家
族
を
集
め
て
病
人
食
等
を
[
子
ど
も
が
心
身
と
も
に
す
こ
ゃ
か
に
-
を
得
て
（
自
分
た
ち
の
こ
と
を
自
分
ぃ

リ
ン
グ
を
開
巻
、
全
面
的
な
衛
生
教
，
含
め
た
治
療
予
防
に
つ
い
て
、
保
健

i
生
ま
れ
、
育
て
ら
れ
る
た
め
に
は
、
：
た
ち
の
手
で
行
う
）
と
い
う
考
え
方
~

育
の
徹
底
を
は
か
る
。
（
保
健
術
,
生
[
所
の
協
力
を
得
て
講
習
会
及
び
相
談
~
出
生
前
か
ら
の
正
し
い
育
児
の
心
が
；
の
も
と
に
町
の
環
境
術
生
事
業
が
推
~
一

ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
開
催
要
綱
は
別
表
，
指
導
を
行
な

9
0

;
ま
え
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又
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妊
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の
健
康
管
理
が
必
這
追
さ
れ
る
よ
う
対
策
指
導
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進
め
る
。
~

の
と
う
り
）

i
®

寄
生
予
防
~
要
で
あ
る
。
~
⑦
歯
科
衛
生
~

~
一
般
の
人
々
は
母
子
衛
生
に
対
す
る
~

：
全
町
民
を
対
と
し
て
、
年
一
回
以
~
認
識
が
低
い
た
め
、
未
熟
児
｀
死
産
~
一
般
の
人
々
は
歯
の
衛
生
に
つ
い
て
~

2

予
防
衛
生
対
策
の
強
化

①
健
康
診
断
、
各
種
予
防
接
種
丁
上
検
便
を
実
に
対
し
~
児
が
多
く
な
っ
て
い
る

0

妊
婦
検
診
こ
の
知
識
が
欠
け
て
い
る
と
思
わ
れ
、

i
”

さ
ら
に
~
を
強
力
に
す
す
め
、
併
せ
て
母
子
衛
：
虫
歯
の
予
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思
想
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普
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を
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~
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予
防
治
療
対
策
に
つ
と
め
る
。

ー 月以後）

1 1 月 1 2 月 月 2
 
月 5

 
月

咳ヂフテリア予防注射
ンフルエンザ予防注射

インフルエンザ予防注射 ポリオ生ワ

妊婦検診 家族計画 妊婦検診

オ2次Vント 牙2次レントゲン検診
（一般）

次）
噸虫卵検査
(1次）

一般虫卵検査
(2次）

成人病検診（老人検診）
予子林，鹿野川

ねずみ駆除 ねずみ駆除 越冬昆虫駆除

5オ児歯科検診

病人食講習会


